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健 康 局生活衛 生課 長
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札 幌 弁 護 士 会

会 長 藤

弁護士法第23条の2に基づく照会について (回答)

平成 18年8月3日付け札弁第614号にて照会依頼のあ､りました標記について､別添

のとおり回答します｡



(別 添)

厚生労働省に対する照会の回答

⑦ 抑 62年 に二者登 Lた､B7 0-=jgLgr学於ノヾニyクJ LJ崩■に､わがGや12御者が､
屠教務lr好きブザIfらわたf瀞が生命 ･身伊に.危顔で あるということをホテル 筈
の ビルB7有者lr斉 L,､澄Jgを輿屠 L,たク､石瀞 の盾虜■産を励 L,てい唐草算の

有無

(回答)

ホテル等のビル所有者に限定 して､特に注意喚起の文書 を発出 したことはな

い ｡

(参考)昭和 61年 9月 6日付基安発第 34号 ｢建築物の解体又は改修の工事における労働

者の石綿粉 じんへのぱく露防止等について｣を､建設関係の団体に発出 し､第 34号の2に

より､都道府県労働基準局あて文書を発出している｡

@ @仁お いT無 いtL蒼顔倉､その屠免

有るとL,た#倉､その榔 乙咽 尻

@学歴パ ニyク_蒼畳#､わ が 園や御者､が､ホテ/I,筈 ビ'/I,靡 斉者lE斉L,.膚%
府 l=好き好Ifら37,度石瀞 のMG について澄,5を輿虐 L,た ク､行皮膚哲を行った
享二者の有無

(回答)

ホテル等の ビル所有者に限定 して､特に注意喚起を行 ってはいない0

(参考)昭和 63年 2月 1日付 ｢建築物内に使用されているアスベス トに係る当面の対策に

?いて｣を､環境庁大気保全局大気規制課長及び厚生省生活衛生局企画課長から都道府県 ･

指定都市 ･保健所政令市 ･特別区の担当部局長宛に通知している｡

彦) @仁お いT､/G7らかの対応 を行 っTいたとL,た虜倉､ その解 の#,#R び

府/容

@ わが屠lEおいT､矛テ/I,業界 や とンL,管産業界 が 穿 き付け られたf #̂や石綿
含有穿DPpの盾虜麿 lrついT一腰 ノ̀野に謬虜 できaよjlLTなったのぼ､[G7# ごろt
い虐石かo

ー1-



(回答)

何をもって ｢一般的に認識できるようになった｣ とするかが明らかでないと

判断できない｡

@ MCA/ノ好彦にお いT､ノ同産が題二屠きれar扮 L:i,倍賞J/LTついて､｢右瀞
をときほぐL,,倉劇 L,.好き付IfL,t クゆう̂#レ 彪腐 L､屠み遜み､者Lぐ
Ii屠み TろLま717-11石卿 DPDを願 L,､腰い合わせ､重訂併 L,研磨 レ 倉1 4デL､
ノ芳L,ぐばを澄する虜ノ好ILTおIfる## J t虐'めてお クます (Cバ/ノ好瘡彪■行脚
表_夢1の23号ノo

この虜倉､石瀞 含有爵PPD(yボン､パッキン/筈)をボイラーの鑑産のため､

ボイ ラー富 においTl牢 に数好摩度､穿/断Lr露層す67賢者は､原産てミ静定す
a/冴 CAL,倍業_/IiLT亥当LlすBか否,41
(回答)

じん肺法 (昭和 35年法律第 30号)第 2条第 1項第 2号の粉じん作業は､

じん肺法施行規則 (昭和 35年労働省令第6号)別表第 1各号に掲げる作業の

いずれかに該当するものであって､別表第 2に掲げる作業に該当するもの以外

のものとするとされている｡また､じん肺法施行規則別表第 1第 23号では､

｢石綿をときほぐし､合剤 し､ふきつけし､りゆう綿 し､紡糸し､紡績 し､積

み込み､若 しくは積みおろし､又は石綿製品を積層 し､縫い合わせ､切断し､

研まし､′仕上げし､若 しくは包装する魂所における作業｣と定められており､

石綿含有製品の切断作業については､同号の作業に該当するものと考える｡た

だし､じん肺法各条の適用に当たっては､各々､粉 じん作業の態様等､実態を

踏まえて判断されることから､本件に関するじん肺法の適用の有無は不明であ

るO

@ @でJ,-2E#Lそボイラー畳のおいてボイ ラ一彦好 /LT石粛 含有潜PPDを疫屠すa
穿倉､かか67賢者虜やそこで摩@すa労瀞者が､禅定禅学%質等予槻 射てミ好

B'J+すar石瀞冴 Ci,が斉戯す̀a屋ノ坤解蒼顔Jr石 #̂筈を虜 ク顔 う解蒼顔Jr古
顔等を虜ク顔う二者務ILT常時好事すa労@者ノlr亥5'するか否か
(回答)

⑤は⑥の誤 り｡特定科学物質等予防規則は､改正前の特定化学物質等障害予

防規則の誤 りである前提で回答する｡｢石綿粉 じんが発散する屋内作業場｣に

ついては､石綿含有製品により石綿粉じんが発散するような状態であるかによ

り判断されると考える｡

｢石綿等を取 り扱 う作業場｣には該当すると考えられる｡

｢石綿等を取 り扱 う業務に常時従事する労働者｣については､そのような業

務に常時従事 しているかによって､該当の有無が判断されると考える0
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